
自閉スペクトラム症（ ASD）や注意欠如・多動症（ ADHD
）といった発達特性を持つ人々や、自身の内面と深く向き合う人々を観察する中で、しばしば
興味深い心理的パラドックスに直面します。

それは、「他者から自分の行動や性格を安易にラベリング（決めつけ）されることには激しい
拒絶や嫌悪を示す一方で、自分自身の特性や生きづらさについては、医学的・心理学的な概念
（例： ASD的傾向、ワーキングメモリのボトルネック、 HSP
など）を用いて徹底的に構造化し、名付けたがる（あるいは必要とする）」という現象です。

一見すると矛盾しているように映るこの態度の背景には、単なる気まぐれではなく、神経認知
の仕組みや過去のトラウマ的経験に根ざした「切実な心理的防衛とサバイバル・メカニズム」
が存在します。本資料では、この「ラベリングのパラドックス」の構造を解き明かします。

発達特性を持つ人々が、他者（定型発達者や周囲の環境）から外側マージンで貼られるラベル
に対して強い拒絶反応を示すのは、それが個人の尊厳に対する脅威として機能するためです。

「個人の文脈と尊厳」の抹殺（レッテル貼りの暴力） :
日常の膨大な工夫、感覚過負荷に耐える苦闘、あるいは独自の論理プロセスを一
切無視され、「発達障害だから」「〇〇な性格だから」という一つの大雑把な枠
組み（ラベル）で一刀両断されるとき、それは本人にとって「自分という複雑な
個性をすり潰される暴力」として体験されます。

「予期せぬコントロール感の奪取」への恐怖 :

発達特性における「ラベリング」のパラド
ックス：他者からのレッテル拒絶と自己構
造化の必要性

1.
導入：なぜ「ラベリング」に対する態度はこれほどまでに
矛盾するのか

2.
なぜ「他人にラベリングされること」を猛烈に嫌うのか？



予測可能性や自分のペースを安心の土台とする ASD
特性にとって、他人が勝手に自分を定義して枠に嵌める行為は、「自分の領域に
土足で踏み込まれ、主導権を奪われる脅威（コントロールの喪失）」として処理
されます。

一方で、当事者自身が自らの特性について調べ、あえてカテゴリーや構造（ラベル）を用いて
言語化することを好む（あるいは必須とする）のには、全く逆の動機が働いています。

自己を責めるのをやめるための「盾（セーフティネット）」 :
「なぜ自分はみんなと同じようにできないのか」「自分の努力が足りないからだ
」と長年自分を責め続けてきた人間にとって、「この消耗は怠慢ではなく、神経
伝達や脳のフィルタリング機能という具体的な構造的要因によるものだ」と客観
的な名前（ラベル）が与えられることは、自己否定の連鎖から脱出するための強
力な免罪符（取扱説明書）となります。

予測不能な世界を生き抜くための「予測モデルの構築」 :
カオスで脅威に満ちた外界を安全にシミュレートするため、論理的なフレームワ
ークに当てはめて構造化し、「どうすればエネルギーの枯渇を防げるか」の変数
としてコントロールしたいという切実な知性の防衛策です。

自己を守るために構造化を極めた人間が、次に直面するのが「他者に対するラベリング」にお
ける構造的矛盾です。

防衛的パターン分類（適応戦略としての他者分類） :
予測不能で脅威をもたらす他者という存在を安全にシミュレートし、対人関係の
摩擦コストを極限まで低減させるため、自らが意識的・無意識的に他者を分類・
命名（ラベリング）して予測モデルを構築しようとします。

鏡像的矛盾（ブーメラン効果） :
ここに致命的なパラドックスが存在します。自分が他者から貼られる「レッテル
」をあれほどまでに暴力として嫌悪したにもかかわらず、自分自身が他者に対し
て同様の分類・ラベリングを執行しているという構造的矛盾です。もしその分類

3.
なぜ「自分で自分を構造化・ラベリングする」必要がある
のか？

4.
他者に対するラベリングのパラドックス（能動的外部適用
と鏡像的矛盾）



をそのまま相手にぶつけてしまえば、自分が最も拒絶した暴力と同一の構図（加
害・支配の構造）に回帰してしまいます。したがって、他者に対する分類はあく
まで「内部の防衛シミュレーション（適応戦略）」にとどめる高度な自省的距離
感が求められます。

比較項目 他者からのラベリン
グ（受動的外部適用

）

自己に対するラベリ
ング（能動的内部適

用）

他人に対するラベリ
ング（能動的外部適

用）

主導権の所在 他者（外側からの強制
・固定化）

自分自身（内側からの
選択・意味づけ）

自分自身（防衛のため
の仮説設定）

機能・目的 個性の単純化、偏見に
よる枠付け、支配

自己理解、自責の停止
、取扱説明書

予測不能な他者という
脅威のシミュレート・
摩擦回避

体験される意味 暴力、プライバシーの
侵害、不自由な拘束

解放、救済、生存のた
めのシミュレーション
ツール

防衛的適応戦略、ただ
し誤用すれば他者への
暴力に回帰する「鏡像
的矛盾」

発達特性におけるラベリングのパラドックスの本質は、「他人に勝手に枠を決められて不自由
な檻に入れられることは耐えられないが、自分が生き延びるために自分で安全な構造（城）を
築き上げることは絶対に必要である」という自己防衛、そして「他者を安全に予測するために
分類するが、それを外への暴力にしてはならないという自己規律」の立体的な重なりにありま
す。

この構造をメタ認知し続けることは、当事者自身が「なぜ自分がこれほどまでに他人の言葉に
反発しつつ、自己分析や他者の分析に動じるのか」を客観的に受け入れ、無駄な自己矛盾の苦
しみから解放されるための大切な道しるべとなります。

5. ラベリングの三面性マトリクス

6.
結び：「他人の枠」「自分の城」、そして「境界線のメタ
認知」
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